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調査の概要1
石狩市では、浜益区民の生活交通の確保・維持や地域活性

化等の課題解決に向けた調査・検討を進めています。

その一環として、公共交通の使い方や住民ニーズを把握す
るため、アンケート調査を実施しました。

■調査対象：石狩市浜益区（一部厚田区で実施）

■調査期間：平成26年7月22日～8月26日

■配布数：726通（1通につき2票封入）
※町内会を通じて配布

■回収数：408通（593票）

■回収率：56.2%
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アンケート調査項目2
問１．あなたご自身のこと（個人属性）について
性別、年齢、職業、運転免許保有状況、将来の運転動向 など

問２．浜益区内のバス交通について
主に利用するバス、利用回数、利用上困っていること など

問３．日頃の交通手段について
通勤・通学、買い物、通院の目的別交通手段、訪問頻度、施設の到着時間、
滞在時間 など

問４．浜益区の今後の公共交通について
バスの必要性、コミュニティバスや予約運行型バス等新しい公共交通の利
用意向、新しい公共交通導入による外出頻度の変化 など

問５．公共交通のあり方に関する自由回答
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個人属性３

①地区別のアンケートの回収数では、川下が最も多く、次いで群別、幌、
浜益となっている。
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回答数を考慮し、以降の地区
別分析は川下～毘砂別の上
位６地区を対象に行う。



20代

1.1%

30代

2.6%

40代

5.3%

50代

11.3%

60代

25.6%
70代

33.9%

80代

19.2%

90代

1.1%

年齢

(n=567)

男性

41.2%

女性

58.8%

性別
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個人属性３

①性別は、『女性』が約６割と多くなっている。

②年代は、６０歳代以上の高齢者が約８割を占めている。
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個人属性３

①職業は、『無職』が約４割、『主婦』が約３割と多くなっている。

②免許と車の保有状況は、『免許および車を有している』の回答が約
５割となっている。次いで、『免許なし』が約４割を占めている。

5



バスを利
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個人属性３

①将来の運転意向は、『運転できる限りずっと』が約６割を占めている。
次いで、約２割が『７０歳くらいまで』にやめたいと回答している。

②自動車の運転ができなくなった場合、『バスを利用する』が約７割と

なっており、バスによる日常生活の支援が重要となっている。
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スクール
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19.8%
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41.1%

普段利用するバス

(n=501)

浜益区内のバス交通について４

①普段のバス利用は、バスを利用する割合が約６割となっている。と
りわけ、『スクールバス（一般混乗）』の割合は約２割となっている。

②バスの利用頻度は、月に数回が約５割と最も多く、次いでめったに
利用しないとなっている。

7

ほぼ毎日

1.9%

週に３・４

回

3.0%

週に１・２

回

13.4%

月に数回

48.7%

めったに

利用しな

い
33.1%

バスの利用頻度

(n=269)



74.9%

56.6%

15.9%

15.6%

13.4%

10.2%

3.2%

4.4%

バスの便数が少ない

乗りたい時間に便がない

バス停が遠い

目的地までの路線が無い

運賃が高い

乗車時間が長い

バス待合所がない

その他

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

バスで困っていること【複数回答-３つまで】 (n=410)

浜益区内のバス交通について４

①バスで困っていることは、『バスの便数が少ない』、『乗りたい時間
に便がない』がともに５割以上となっている。

②さらに問題点が解消された場合の利用意向では、『利用する』が約７
割となっており、利用者ニーズに応じたバス交通の検討が望まれる。
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浜益区内のバス交通について４
①バスで困っていることを地区別（群別、川下、柏木、毘砂別、浜益、

幌）に整理すると、『バスの便数が少ない』、『乗りたい時間に便
がない』がともに５割以上となっている。

②また、柏木、毘砂別は、『バス停が遠い』が他の地区と比較し、多
くなっている。
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浜益区内のバス交通について4

①バスの問題点が改善された場合の利用意向を地区別にみると、分析
対象（群別、川下、柏木、毘砂別、浜益、幌）の全地区で『利用す
る』が６割以上となっている。

②特に毘砂別は、『利用する』が９割以上となっている。
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通勤・通学について5

①通勤・通学の到着する時間は『８時台』が最も多い。

②また、帰宅する時間は『１７時台』が多くなっている。

11



通勤・通学について５
①通勤・通学先は浜益区内が約９割を占めている。

②バス交通（中央バス、沿岸バス、乗合自動車、スクールバス）に着目

すると、『中央バス』の利用が夏・冬ともに約３割、次いで『スクー
ルバス』の利用が約２割となっている。
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ほぼ毎日
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30.5%
月に数回
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行かない

20.9%

買物に行く回数

(n=426)

買い物について６

①買い物頻度は『月に数回』、『週に１・２回』が多くなっている。

②買い物に曜日については、土日に買物に行っている傾向があり、

平日では水曜日に買物に行く傾向である。
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買い物について６
①買い物先に到着する時間帯は『１０時台』が最も多くなっている。

②買い物施設での滞在時間については、『３０分以内』が最も多い。
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3.8%
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買い物について６
①よく利用する買い物場所は、浜益区内が約４割、札幌市が約３割
となっており、この2地域が主要な買い物場所となっている。

②買い物の交通手段は、自動車（運転、同乗）が最も多い。次いでバス
交通（中央バス、沿岸バス、乗合自動車、スクールバス）が多く
なっている。
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買い物の交通手段（地区別）【複数回答-いくつでも可】

徒歩 自転車 中央バス 沿岸バス

乗合自動車（浜益滝川間） スクールバス タクシー 自動車（運転）

自動車（同乗） バイク 移動販売車

買い物について６

①買物交通手段を年齢別にみると、30代～60代は、『自動車（運

転）』が最も多くなっているが、70代～80代は『スクールバス』の
利用や『中央バス』等のバス交通の利用が多くなっている。

②高齢になるほど、自動車から公共交通への転換がみられる。
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(n=444)

通院について７

①病院に行く頻度は『月に数回』が約６割を占めており、次いでめった
に行かないが約3割である。

②病院に行く曜日は、『月曜日』、『火曜日』、『木曜日』が多くなって
いる。
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通院について７
①病院に到着する時間は『９時台』が最も多く、次いで『１０時台』と
なっている。

②病院に滞在する時間は『３０分～１時間』が最も多くなっている。
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22.6%

0.2%

0.5%

徒歩

自転車

中央バス

沿岸バス

乗合自動車（浜益滝川間）

スクールバス

タクシー

自動車（運転）

自動車（同乗）

バイク

その他

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

通院の交通手段【複数回答-いくつでも可】

夏期 冬期

(n=433)

通院について７

①よく利用する病院は、『浜益区内』が約５割、『札幌市』が約３割
となっており、買い物と比較すると地域内の通院が中心になっている。

②通院時の交通手段をバス交通に着目すると、買い物時と比較して、
バス交通の利用が多くなっている。
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浜益区内

51.8%

厚田区

0.2%

石狩市市

街地

4.6%

滝川市

7.7%

札幌市

34.9%

その他

0.7%

良く利用する病院場所

(n=415)



通院について７
①通院交通においても、30代～60代までは『自動車（運転）』が最も

多くなっているが、70代～80代は『スクールバス』や『中央バス』
等のバス交通が多くなっている。

②高齢になるほど、自動車から公共交通への転換がみられる。
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50.0%

4.8%

2.3%

3.6%

4.2%

2.8%

25.0%

4.8%

0.9%

0.7%

25.0%

6.8%

21.4%

30.1%

19.4%

50.0%

7.7%

4.8%

13.6%

19.6%

23.8%

12.5%

12.5%

18.2%

8.3%

11.4%

8.9%

23.1%

37.5%

100.0%

3.5%
1.4%

25.0%

92.3%

81.0%

65.9%

51.8%

30.1%

15.3%

15.4%

14.3%

25.0%

24.1%

21.7%

29.2%
1.4%

7.7%

1.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0% 120.0% 140.0% 160.0% 180.0% 200.0%

20代(n=4)

30代(n=13)

40代(n=21)

50代(n=44)

60代(n=112)

70代(n=143)

80代(n=72)

90代(n=1)

通院の交通手段（地区別）【複数回答-いくつでも可】

徒歩 自転車 中央バス 沿岸バス

乗合自動車（浜益滝川間） スクールバス タクシー 自動車（運転）

自動車（同乗） バイク その他



コミュニ

ティバス

を利用し

たい

23.2%

予約運行

型バスを

利用した

い

10.6%

両方を利

用したい

27.9%

利用しな

い

9.2%

わからな

い

29.1%

新しい交通手段

(n=423)

必要

83.1%

やや必要

6.7%

あまり必

要ない

1.4%

必要ない

0.4%
わからな

い

8.3%

今後のバスの必要性

(n=504)

浜益区における今後の公共交通８

①今後のバスの必要性については、約８割が『必要』と回答している。
②コミュニティバスや予約運行型バス等の新しい交通手段に対する利用

意向は約６割であり、『両方を利用したい』が約３割、『コミュニティ
バスを利用したい』が約２割となっている。
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89.7%

78.4%

86.0%

93.0%

78.2%

86.5%

3.1%

10.8%

8.8%

9.0%

4.1%

1.0%

1.0%

1.8%

2.3%

1.3%

2.7%

1.0%

1.8%

6.2%

8.8%

1.8%

4.7%

11.5%

6.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

群別(n=97)

川下(n=102)

柏木(n=57)

毘砂別(n=43)

浜益(n=78)

幌(n=74)

今後のバスの必要性（地区別）

必要 やや必要 あまり必要ない

必要ない わからない

30.0%

39.3%

25.0%

25.0%

57.6%

51.2%

14.0%

16.1%

22.2%

15.0%

24.2%

12.2%

56.0%

44.6%

52.8%

60.0%

18.2%

36.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

群別(n=87)

川下(n=85)

柏木(n=54)

毘砂別(n=34)

浜益(n=63)

幌(n=60)

新しい交通手段（地区別）

コミュニティバス

を利用したい

予約運行型バス

を利用したい

両方利用したい

浜益区における今後の公共交通８
①今後のバスの必要性について地区別にみると、分析対象の全地区
で７割以上が『必要』となっており、群別、柏木、毘砂別、幌では
『必要』の割合が約９割となっている。

②浜益や幌は、『コミュニティバスを利用したい』の割合が５割以上と

なっているが、その他の地区では、コミュニティバスと予約運行型
バスを『両方を利用したい』が最も多くなっている。
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増えると

思う

40.7%

変わらな

いと思う

43.4%

わからな

い
15.9%

利用回数の変化

(n=182)

通勤・通

学
4.2%

買い物

15.3%

通院

75.8%

その他

4.7%

新しい交通手段を利用する目的

(n=215)

浜益区における今後の公共交通８

①新しい交通手段を利用する目的は約８割が『通院』となっている。

②利用回数の変化は『増えると思う』が約４割となっている。
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アンケート集計結果のまとめ（１）9

約５割が『免許および車を有している』と回答して
いる。

しかし、約２割が『７０歳くらいまで』に運転をや
めたいと回答している。

また、運転ができなくなった場合の交通手段は、
『バスを利用する』と回答している。

バスで困っていることは『バスの便数が少ない』、
『乗りたい時間に便がない』が多く、これらの問題
点が解消された場合、バスを『利用する』割合が約
７割となっている。
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アンケート集計結果のまとめ（１）9

バスで困っていることを地区別に整理すると、分析
対象全地区（群別、川下、柏木、毘砂別、浜益、
幌）で『バスの便数が少ない』や『乗りたい時間に
便がない』が５割以上となっている。

また、居住地に中央バス、沿岸バス路線がない柏木、
毘砂別は上記の困っていることに加え、『バス停が
遠い』が他の地区と比較し、多くなっている。

・住民ニーズに即し、日常生活を支援でき
る公共交通の構築が必要
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アンケート集計結果のまとめ（２）10
普段利用するバスは、『スクールバス（一般混乗）』
が約２割、次いで『中央バス』が多くなっている。

一方で、これらバス交通の利用頻度は、『月に数回』
が最も多く、次いで『めったに利用しない』が多く
なっている。

また、高齢になるほど、自動車からバス交通へ転換し
ている様子がうかがえ、今後の高齢化社会の進行を考
慮すると、高齢者の生活交通の確保を検討することが
重要となっている。
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アンケート集計結果のまとめ（２）10
今後のバスの必要性については、分析対象地区（群別、
川下、柏木、毘砂別、浜益、幌）で『必要』が最も多
くなっており、新しい公共交通手段などを含め、持続
的に維持が可能な公共交通の再構築が求められている。

コミュニティバスや予約運行型バス等の新しい交通手
段に対する利用意向は約６割であり、『コミュニティ
バスを利用したい』が約２割、『予約運行型バスを利
用したい』が約１割となっている。

・バス利用頻度などから区民のニーズを的
確に捉えたきめ細かい公共交通の検討が
必要
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11 新たな公共交通の検討ポイント（１）

・地区別分析の対象地区（群別、川下、柏木、毘砂別、浜益、幌）

では、利用時間帯に関して困っており（利用したい時間に運行して

いないから、便数が少なく感じる等）、買い物や通院等の生活交通

の時間帯に即した運行が望まれる。

・バス利用頻度などから区民のニーズを的確に
捉えた、日常生活を支援する公共交通の検討
が必要
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12 新たな公共交通の検討ポイント（２）

・浜益区民の利用頻度を考慮したきめの細かい
公共交通の検討が必要

・浜益区民の通勤・通学、買物、通院における交通手段は、生産

年齢人口では『自動車（運転）』が最も多くなっている。一方で高齢

者（70代、80代）の交通手段は、『スクールバス』や『中央バス』等

のバス交通が多くなっており、高齢になるほど、自動車から公共

交通への転換がみられる。

・したがって、今後の高齢化社会の進行を考慮した公共交通体系

としては、高齢者の生活（買い物・通院）の支援という視点で検討

することが必要である。

・その際、浜益区民の利用状況及び地域の交通特性を鑑みた公

共交通を導入することが必要である。
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